
嘉数 次人
電気科学館のプラネタリウムをさぐる

■プラネタリウムの記憶を後世に
3月13日は日本で最初のプラネタリウム施設が誕生した記念日です。というの

も、1937(昭和12)年のこの日、ドイツのカールツァイスⅡ型プラネタリウムを導
入した大阪市立電気科学館の開館日なのです。
その後国内では、1938
年に東京有楽町で東日天
文館が開館(1945年に戦
災で焼失)したあと、施設
が増えない状態が長く続
きました。しかし1950年
代後半から施設が急速に
増加していきました。その
背景には、この頃から国
産のプラネタリウム機が
生産され始めた事も挙げ
られます。
従って、近年は50年を

越えた施設や国産機も増
えましたが、歴史が積み
重なる一方で、黎明期の状況を知る人や資料が減少しているのも現実です。そこ
で数年前から関係者の間で、今のうちに当時の歴史をまとめておこうという話が
浮上し、ついに昨年6月、約15人の有志により日本プラネタリウム協議会という組
織の中で「日本のプラネタリウム史ワーキンググループ」が結成されました。目標
は、プラネタリウム投影機や施設の歴史、メーカーの器機開発経緯などを調べて
まとめ、先人達の思いを感じ取り、後世に伝えることです。
そんな中、筆者の勤める大阪市立科学館は、電気科学館の伝統を受け継ぎ、
当時のプラネタリウム資料を数多く保存しています。そこで、ワーキンググループ
の活動の一環として、それらの資料を調査し、プラネタリウム史の一端を探ること
になりました。さて、新しい世代の担当者たちの眼に、歴史ある資料はどのように
映るのでしょうか。

■ツァイスⅡ型投影機をめぐって
科学館のプラネタリウムホール入口に、電気科学館で活躍したカールツァイス

写真1：電気科学館のカールツァイスⅡ型
プラネタリウム。

PLANETARIUM

4



Ⅱ型プラネタリウムが展示されています。現在の科学館に移転する際に一緒に引
越しをして、現在まで25年のあいだ静態展示をしています。そんな中、2013年1
月、電気科学館開館75周年を記念してスペシャルナイト「“わが町”の天象儀」と
いう行事が企画され、ツァイス投影機の星を映すという試みが行われました。準
備段階で、行事を担当した石坂学芸員は機械の状態を点検し整備をしました。し
かし、現役時代の投影機を扱った経験はないため、日本で現役最古を誇る東ドイ

ツ製ツァイス投影機を持
つ明石市立天文科学館の
長尾高明館長に依頼し、
機械の状態を見ていただ
く事になりました。という
のも、長尾館長は明石の
プラネタリウム整備の経
験を持ち、ツァイス製大型
機のメカを知り尽くした数
少ないプロなのです。そこ
で、機械を点検した感想
を改めて伺ってみました。

「2012年の某日、「大阪
市立電気科学館の開館

75周年を記念して恒星を再点灯したいので、まだ本当に電球が光るのか点検し
てほしい」という連絡がありました。電気科学館のプラネタリウムと言えば、ドイツ
が東西に分かれる前のカールツァイス社製です。明石市立天文科学館のプラネ
タリウムより23歳年上、日本に来た10台のドイツ製プラネタリウムの1台目なの
ですから、もちろん2つ返事で引き受けました。
プラネタリウムは無数のギアが絡み合って動くため長期間停止していた影響

で駆動系の再稼働は難しいかもしれませんが、照明系はフィラメント切れとスリッ
プリングの接触不良さえなければ回路が簡単なので再点灯は可能な状態でし
た。テスターでチェックしたところ幸い、恒星用電球のフィラメントは切れていませ
んでしたので、スリップリングを経由せずに、商用電源からスライダックを通して
直接電球の端子に接続すれば点灯と調光が可能なことがわかりました。保存状
態がすこぶる良いので整備の仕方しだいでは再稼働も可能かもしれませんね。
明石のプラネタリウムも20年前の阪神淡路大震災で3年2か月停止していました
が、無事再稼働しましたので。」

写真2：ツァイスⅡ型投影機の状態を点検
する明石市立天文科学館の長尾高
明館長。
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長尾館長のチェックにより、投影機のランプを電源につなぎ、恒星を映し出す
ことが可能であることがわかり、イベント本番では25年ぶりにツァイスの星空を
映し出すことができました。また機械の保存状態が良いということも知る事がで
き安心しました。

■星座絵投影機をめぐって
プラネタリウムの星空を見ていると、星空に狩人オリオンやさそりなどといった
星座の絵が時折浮かび上がります。電気科学館時代は、これらの絵は本体とは別
に設置された「星座絵投影機」から映し出していました。その仕組みは、遮光した
ガラスに星座絵を描き、その絵の部分だけ光が透過するように工夫した「星座絵
原板」をランプの光で照らし、その像をドームに映し出すようになっています。当
時の星座絵投影機と星座絵原板は科学館で保存していますが、これもワーキン
ググループのメンバーの注目するところとなりました。
星座絵原板は立派な木箱に入っています。そしてその中に入っていた原板リス

トを見ると、旧西ドイツのツァイス社のマークがありました。つまり電気科学館で
は、ある時期から西ドイツ製の原板を使っていたのです。しかし、約250個ある原
板の中で、リストに無い番号のものがいくつか混ざっています。これはいったい何
なのか？それを知るために、ワーキンググループの代表である、いしかわ子ども
交流センター・プラネタリウムの毛利裕之さんに見ていただきました。すると「しし
座とかに座、そしてオリオン座など、明らかに1930年代のツァイスの星座絵で
す。保存状態がとても良いですね。こんなのが残されていたのですね」と驚きの
様子。星座絵の原板は使用し続けると劣化するため、しばらく使うと新品に交換

写真3（左）：電気科学館の星座絵投影機。科学館で展示中。
写真4（右）：星座絵原板が収められた木箱。

PLANETARIUM

6



するのです。ですから70年
以上前の星座絵が残ってい
るのは貴重とのことです。
では、西ドイツ製の星座絵
はどうでしょうか。名古屋市
科学館で西ドイツ製のⅣ型
投影機を使って投影をされ
てきた毛利勝廣学芸員に絵
柄を見てもらいました。する
と、「ざっと見たところ、名古
屋にある星座絵と大阪の絵
は少し図柄が違いますね」と
の印象をいただきました。お
互いの資料を直接比べるな
どして、詳細に調べれば新
しい知見が得られるかもし
れません。

■日本最初のプラネタリウム解説書
電気科学館時代の資料もたくさんあります。中でも面白いのが、1937年の開

館に先立って電気科学館で発行された「遊星儀詳解」です。これはプラネタリウム
の機械や演出方法などを解説した全82ページの小冊子で、スタッフ向けに小部
数作られたようです。目次を見ると、
第一章 概説
第二章 プラネタリウムの現わす宇宙現象
第三章 プラネタリウムの光学的部分
第四章 プラネタリウムの機械的部分
第五章 プラネタリウムの電気的部分
第六章 プラネタリウムの演出方式

となっていて、特に機械構造の解説に重点が置かれ、次に投影機を使って何が表
現できるのか、具体的な演出はどうするのかということが解説されています。この
冊子を手にした毛利裕之さんは「プラネタリウムについて詳しく述べた日本初の
文献です。当時の人たちが、プラネタリウムの演出方法だけでなく機械について
も深く理解しようとしていた様子が伺える、興味深い資料です」と述べた上で、
「またこの内容を見ると、いま投影に携わる私たちに対して、何を知っておくべき
かを教えてくれている気がします」と担当者の視点からの言葉もありました。確か

写真5（左）：1930年代の星座絵原板の一つ。
オリオンとおうし。
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に、当時プラネタリウムという全く未
知の機械を導入し実際に使うに際し
て、あらゆる事を知っておこうという力
も感じられる貴重な本ということがで
きます。

■投影機の深い楽しみ方
このように、深い調査をするメン
バーたちですが、一方で、プラネタリウ
ムファンにお薦めの、気軽に楽しむ方
法もご紹介しましょう。
現在、電気科学館の投影機とほぼ

同じ型のツァイス社製大型投影機は、
国内に全部で4台あります（表1）。こ
れらのうち、現役なのは明石の1台だ
けで、五島プラネタリウムは2001年に
閉館し、いま投影機は渋谷区文化総
合センター大和田（コスモプラネタリウム渋谷が入っている建物）内に投影機が
展示されています。また、名古屋市科学館の投影機も2010年に引退し、現在は
同館の展示場で本体をはじめ星座絵原板などが公開されています。そこで、投
影機がどういった動きをして、各部分の機構はどうなっているのだろう？と思っ
たら、明石市立科学館の現役機を見てみるのがいいでしょう。
また、現存4台のうち3台は1960年前後に導入されました。当時はドイツが東
西に分裂した時代で、ツァイス社も東西に分裂し、両方の会社でプラネタリウム
が製造されました。しかし、4台の外観はほとんど同じで、実は使用する部品も共
通のものが多くあります。ただ詳しく見ると少しずつ構造が異なっているので、そ
の違いを見つけるのも楽しいでしょう。中でも、明石市立天文科学館の井上毅学

施設名 開館年 モデル

大阪市立電気科学館 1937年 旧ドイツ製 Ⅱ型

明石市立天文科学館 1960年 旧東独製 UPP23/3型

名古屋市科学館 1962年 旧西独製 Ⅳ型

天文博物館五島プラネタリウム 1957年 旧西独製 Ⅳ型

写真6：『遊星儀詳解』

表1：国内に現存するツァイス社製大型プラネタリウム
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芸員の一押しは、ドナチ彗星投影機。「これは北半球の恒星投影機部分に取り付
けられた小さな投影機で、国内では大阪と明石の2台にしかありません。しかも両
者では形と内部構造が異なっていて、20年のあいだの小さな進化を実感できま
すよ」と薦めています。機会があれば探して見比べてみて下さい。

■プラネタリウムの歴史を生かす
今回、電気科学館から受け継いだプラネタリウム資料をワーキンググループで

調査しました。これらから、グループとして今後に向けての新たな視点が一つ見
つかったように思います。筆者も、電気科学館OBへの聞き取りなども含め、調査
を継続したいと考えています。
しかし、ワーキンググループの活動は単なる懐古趣味から行っているのではあ

りません。プラネタリウムの歴史を通じて、その科学的意味や、理科教育の観点か
らの意義、そしてプラネタリウムの社会的な意味も含めて広く検討し、今後のあり
方を考える一つの指針を見出したいと考えています。今後も新しい知見を公表し
ていきたいと考えています。プラネタリウムファンの方はぜひご期待下さい。

かず つぐと（科学館学芸員）

写真7（左）：明石市立天文科学館
の投影機

写真8（右）：現役時代の名古屋市
科学館の投影機
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